
第１回新居浜市福祉のまちづくり審議会議事録 
 

日 時：平成２３年８月３１日（水） １４：１０～１５：３０ 
場 所：市役所本庁 ３階応接会議室 
出席者： 

   委員 

    渡辺 由美子、神野 勝太、関 種夫、平田 ヤヱ子、井田 仁美、 

    真鍋 喜代美、藤田 五郎、渡邉 健、丹 絹子、明賀 英樹、浦江 賢治 

    宮﨑秀俊、日野幸彦  計１３名 

   事務局 

    神野 洋行、三沢 清人、曽我部 康志、岡松 良二、安藤 寛和 

    山之内 奈緒美 

 
議事内容 

 

１ 開会 
 

２ 福祉部長挨拶 

 福祉のまちづくり審議会は、福祉のまちづくりに関する事項を調査、審議するとともに、

福祉のまちづくりに関する事項に関しまして、積極的に御意見等をいただくために、設置

されたものでございます。 
 昨年度におきましても、先ほど、御見学いただきました慈光園の建設状況についてご報

告いたしますとともに、若水乳児園・若宮保育園の建替えに関する御意見や、福祉のまち

づくり条例の理念を具現化するための基本施策と行動項目をまとめた第二次新居浜市地域

福祉推進計画につきまして、答申いただきました。 
 本日は、新若宮保育園の建替えの概要や、今年度策定中の第５期介護保険事業計画、第

２期障がい者計画及び第３期障がい福祉計画、老朽化が進みました心身障害者福祉センタ

ーの大規模改修についての取組み、新居浜市立保育所の民営化に関する基本方針の見直し

について、御説明を申し上げ、御意見を賜りたいと考えております。 
 本日の審議会におきまして、委員の皆さまの建設的な御意見を賜り、取り入れることに

より、「市民の笑顔が輝くまち」を目指し、地域福祉の増進に向けた施策の推進を図って

まいりたいと考えておりますので、御協力をお願い申し上げまして、簡単ではございます

が、御挨拶といたします。 
 

４ 議題 
 （１）若水乳児園・若宮保育園の建替えについて 
   ・事務局が資料をもとに説明。 
   ・質疑なし 
 （２）新居浜市立保育所の民営化に関する基本方針の見直しについて 
   ・事務局が資料をもとに説明。 



   ・質疑なし 
 （３）第５期介護保険事業計画の策定について 
   ・事務局が資料をもとに説明。 
   ・質疑 
    問 説明の中に、介護給付費の増額による保険料の急激な上昇軽減のため、県の

基金を取り崩して充てるとの話があったが、どこまでの期間の保険料給付を算出

して検討するのか。１０年後は団塊の世代も高齢化し、現在より介護サービスの

利用者も増大し、保険料給付費も増加すると思われるが、そのときの備えとする

べきではないか。 
    答 介護保険料の算出は、平成２４年度から２６年度の介護給付費がどれくらい

になるかを基礎にしている。基金を充てるかは別として、介護給付費は制度発足

以来、上昇の一途であることから、検討を要することであると考える。 
      また、国としても、現状のまま制度が維持できるかを検討するとともに、財

源の確保（現行：国１／４、県・市１／８、被保険者１／２）をどうしていくか

を検討している最中である。 
    問 今が苦しいからといって、基金をなし崩しに充てて制度を支えていく、若者

等が将来の希望をなくするようなことはしないで欲しい。 
    答 急激な保険料上昇の緩和策として、基金の取り崩しが認められたものである

が、保険者である新居浜市として、適切な判断をしたい。 
    問 現在の第４期介護保険事業計画において、最終的に５０５床の増設が認めら

れ、事業者が施設整備を進めているが、第５期介護保険事業では、施設の増床な

ど具体的に数値として検討しているものはあるか。 
    答 現在、先日実施したアンケート調査の結果をとりまとめしているところであ

り、それをもとに計画を策定する予定としている。 
 
 （４）第２期障がい者計画及び第３期障がい福祉計画の策定について 
   ・資料をもとに説明。 
   ・質疑なし 
 （５）心身障害者福祉センターの大規模改修について 
   ・資料をもとに説明。 
   ・質疑 
    問 改修と建替えによるコストの比較はしたのか。改修するより、思い切って建

替えた方が、コスト的にも内容的にも、よりよいものが出来上がると思うのだ

が。 
    答 今回大規模改修ということで説明したが、平成２３年度からの１０か年の市

の基本方針である「第５次長期総合計画」において、心身障害者福祉センター

の建替えは見送られたが、今後想定される南海地震等に対応することを含め、

改修は必要との考えで実施することとしている。 
    問 市の管理する建物のうち、昭和４０年代以降の高度成長期に建てられたもの

は、概ね建替え時期が迫ってきている。改修を重ねるより、思い切って改築等



を行う方が、長期的に考えると合理性があると思う。また、費用はどれくらい

かかるのか。 
    答 担当部局としては、建替えとして要望していたのであるが、市全体の建築物

の優先順位の中で、今回の長期総合計画の期間内の建替えは見送られた経緯が

あり、理解いただきたい。なお、改修費用としては１憶円程度を見込んでいる。 
 （６）その他 
   ・次回の開催日程につきましては、現在のところ未定で、議題の事業の進捗状況を

見極めながら、御報告等すべき時期が到達すれば、開催したい。 

以    上 


